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【巻頭ロング・インタヴュー 抜粋・概要】 グルーバー＆マクラール 

世界最高のギターデュオと紹介されるグルーバー＆マクラール。彼らの CD についての話から始まります。 

⚫ ボグダノヴィッチの「カンティレーナ」は、彼の最高傑作だと思っている。何か所かは４声の自由なリ

ズムの即興のように作られている。 

⚫ 二人とも同じ今井勇一のギターを使っている。ただ、必ずしも同じ製作家のギターである必要はない。 

⚫ 二重奏の時のアドバイスとしては、呼吸を揃えること、相手を聴くこと。伴奏の時に相手を包み込もう

と思っては伴奏の音が大きくなる。 

 

【（新）話題のアーティスト紹介 足立江美子】  

ママさんギタリスト。Guitar dream は、このようなママさんギタリストの紹介は多いですね。残念ながら、

特記すべき事柄は見つかりませんでした。 

 

【クラブ・マリアデュオのインタビュー：西本悦子】 

こちらもママさんギタリスト。お子さんの主産時のお話等々が綴られています。残念ながら、こちらも特記

すべき事項は見つかりませんでした。 

 

【新 マエストロ養成講座 第６回】  

この講座は、メルツの「小品集 かっこう」から曲を取り上げて、その演奏法が紹介されている。今回

は、「ポルカ」「ファンダンゴ」です。 

 

【新連載 ヴィラ・ロボス作品の技巧分析と解釈 第２回 カルレバーロ】  

教則本で知っている「カルレバーロ」のヴィラロボス解釈が掲載されている。今回は、前奏曲第２番に

ついての解釈である。最初のラ＃とラ♮には 2 つの機能があるということで、アルペジオの音の一部と

いうこととハーモニーの一部ということ等のような詳細な解説ですが、概要として説明するのは無理か

と。 
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【その他の注目すべき記事】 

◼ 「21 世紀のギター教本：佐藤弘和」： 12 の練習曲プロジェクト。今回も、前号に続き和音の練習で、

佐藤氏オリジナルの結構ちゃんとした練習曲が掲載されている。結構高度な技術が要求されています。 

◼ 「クール・アレンジメント：竹内永和」：ラテンナンバー「ある恋の物語」と、チャップリンの映画

「街の火」のテーマ「花売り娘」のソロアレンジが掲載されている。 

◼ 「ギターのツボ：毛塚功一」：第 18 回は、右手のポジションと前回に続いての重音について解説してい

ます。隣り合わない弦の重音についての解説等が掲載されています。 

◼ 「非和声音のしくみ 第 2 回：二橋潤一」：「先取音」「逸音」「保続音」について解説します。 

 

その他、「海外レポート」等もあります。第 18 号のメインは、そんなところでしょうか。 

また、Guitar dream には、楽譜と模範演奏 CD がついている。今回は、下記の楽曲が掲載されている。 

 


